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＜連絡事項＞

· 12月11日（木）17：30～　病院2階会議室にてプロセスレコードの研修があるので、参加する方は、事例を添付シートに入力し小向SGMへ返信すること。

＜外来患者様情報＞

· 上川原　豊様～正月は、実家に帰るとのこと。

· 田中　宏明様～仕事については、今連絡待ちであると話す。10月に申請した年金がもらえるか


心配と話している。

· 澤　昌利　様～5日前に父親が入院した。日中は、家に一人で居る事が多いとのこと。デイケア


利用日には、本人の生活状況を把握し、関係機関で情報共有をしていく。

· 上久保　善郎様～本日、外泊訓練から帰ってきたとのこと。家に薬を忘れてきたとのことで受診


され、2日分薬処方している。今週、木曜日受診予定。

· 清水　泰雅様～胃が痛いので帰りますと話している。今日は、11時にぐらいにデイケアにきたと

のこと。

· 北村　奈美様～通所利用時間に関して「午後じゃ駄目」と話している。主治医よりきちんと利用時

間を守るよう説明されている。また「金曜日13時～14時まで暇で行きたくない」と話す。理由としては、エアロビの着替えに時間がかかるから行きたくないとのこと。確認行為に関しては、一回だけにしているが、何回も聞きたくなってしまうと話している。主治医より一回だけにするよう伝えている。4日前に血便があり、日赤病院受診している。受診の結果、内痔核があるとのこと。そのまま様子観察となっている。

· 庭野　弘樹様～主治医と面談を行った結果、12月いっぱいでデイケアを終了とし、1月より月、火、

木、金曜日の週4日幸房利用となる。

· 其田　淑子様～24日より右大腿部が痛いと話されている。外傷などはみられていない。ナパゲ


ルン軟膏処方されている。

· 松川　順子様～現在、通所利用日は、週3日であるが、少ししたら利用日を増やしていく。

· 種本　サハ様～指圧に行ったら、肩甲骨の痛みが良くなったとのこと。定期的に指圧に通おうかと

思っているとのこと。

· 下妻　康貴様～昨日から左上腹部痛あり。しゃがむとズキズキ痛むとのこと。また、押しても痛い

と話している。ナパゲルン軟膏処方。本日、採血実施。

＜通所利用者様情報＞ 

· 晴山　美智子様～昨日、本人より就労したいとの訴えがあったが、本日、本人より「毎日来るから

　　　　昼食後には帰りたい。就労もしない事にした」などスタッフを変え繰り返し訴えている。スタッフ側からは、少ない日数でも定時まで利用し除々に利用日数を増やして行く事が大切である事説明しているが、本人納得できていない様子。途中より「具合が悪い。疲れた。」と話されており、ここで休むよう促している。その後も「母の面倒を見なきゃいけないから帰る」など話してきているが説明にて帰ることはない。

⇒今後も定時まで過ごせるよう説明していく。

· 荒木地　和弥様～本日、定時の時間になっても来られず電話連絡もない為、連絡している。本人様　　

出られ「今日、具合が悪くて行くか行かないか迷ってた。就労したいから行かなきゃいけないし・・・」など話している。就労に向けて定期通所を行う事も大切だが、具合が悪いのであればしっかり休むよう伝え、本日欠席となっている。

· 大久保　律子様～スタッフへ「来週から安ヶ平先生に変更したい。だから来週から木曜日外来に


なる。受付にも予約変更してもらった。」と話している。理由については、

「恒夫さんも木曜日外来で都合良いし、薬を変えたいから」と話している。

内服の変更を希望するのであれば、主治医である猪俣Dｒに相談をしてから決めるように伝えている。説明後は納得され、予約戻されている。

· 田中　一様～今後の予定として、

　　　　　　　　12月3日→法事の打ち合わせの為、デイケアを早退するとのこと。

　　　　　　　　　 　5日→四十九日の為、デイケア欠席

　　　　　　　　　 　9日→引越し開始

　　　　　　　　となっている。デイナイトケア利用に関しては、8日外来受診時に主治医と話し合い決める事となっている。

・小向　武雄様～14：55扉にぶつかる音がし、スタッフが確認すると廊下に本人が横たわっており、転倒や疼痛の有無を確認している。外傷、疼痛なし。本人「大丈夫だ」と話している。バイタル測定するが異常はない。青風荘への情報提供を行っている。その後もプログラムに参加されている。










